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箕
づ
く
り
の
里

　

今
年
で
第
11
回
目
と
な
る
「
お

せ
ん
様
の
ふ
じ
祭
」
が
行
わ
れ
る

木
積
区
は
、
豊
栄
地
区
の
最
も
北

に
位
置
し
吉
田
地
区
に
接
し
て
い

ま
す
。
集
落
は
本
郷
と
青
葉
谷
な

ど
か
ら
な
り
、
白
山
神
社
と
龍
頭

寺
、
円
實
寺
の
あ
る
本
郷
を
中
心

に
ふ
じ
祭
が
く
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

同
区
は
１
３
５
０
年
ご
ろ
新
田

義
貞
の
家
臣
16
人
が
移
り
住
ん
だ

と
い
う
言
い
伝
え
と
と
も
に
、
龍

頭
寺
境
内
の
１
３
６
３
年
の
年
号

が
刻
ま
れ
た
板
碑
も
信
仰
活
動
を

伝
え
て
い
ま
す
。

　

農
具
の
箕
は
、
３
０
０
年
ほ
ど

前
に
同
村
の
「
加
納
（
叶
）
お
せ
ん
」

と
い
う
女
性
が
製
作
方
法
を
考
案

し
た
と
さ
れ
、
同
家
の
墓
石
が
龍

頭
寺
境
内
墓
地
で
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
21
年
３
月
、「
木
積
の
藤

箕
製
作
技
術
」
が
国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
保
存

団
体
の
「
木
積
箕
づ
く
り
保
存
会
」

に
よ
っ
て
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
製
作

技
術
が
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

白
山
神
社
に
は
樹
齢
数
百
年
と

さ
れ
る
夫
婦
杉
が
境
内
に
そ
び
え
、

拝
殿
に
は
１
８
４
４
年
に
奉
納
さ

れ
た
「
ダ
イ
コ
ン
投
げ
」
の
絵
馬

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
行
事
は
明
治

の
末
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ

ま
す
。

　

真
言
宗
龍
頭
寺
は
十
一
面
観
音

を
本
尊
と
す
る
寺
で
、
観
音
堂
は

１
７
７
３
年
に
再
建
さ
れ
、
境
内

に
藤
棚
が
あ
り
ま
す
。

　

龍
頭
寺
か
ら
坂
道
を
上
る
と
竹

林
に
囲
ま
れ
た
日
蓮
宗
円
實
寺
が

あ
り
ま
す
。
門
柱
の
そ
ば
に
つ
つ

じ
の
大
木
が
あ
り
、「
ふ
じ
祭
」
期

間
中
は
見
る
者
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。
こ
の
寺
は
１
６
８

０
年
代
に
飯
高
檀
林
第
30
代
檀
林

長
の
日
宣
が
開
い
た
と
さ
れ
、
日

宣
は
同
村
生
ま
れ
の
日
顗
が
同
檀

林
で
学
ん
だ
時
の
師
匠
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

境
内
の
石
塔
を
見
る
と
、
眼
病

守
護
や
学
業
成
就
で
名
高
い
日
蓮

宗
僧
侶
・
日
朝
供
養
塔
（
１
７
９

３
年
造
立
）、
疱
瘡
神
（
天
然
痘
）

供
養
塔
（
１
７
８
９
年
造
立
）
が

ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
代
と
比

べ
医
学
が
あ
ま
り
進
歩
し
て
い
な

か
っ
た
時
代
に
、
安
産
祈
願
の
七

面
堂
（
正
面
向
か
っ
て
左
側
の
建

物
）
や
石
塔
に
願
い
を
か
け
た
人

た
ち
の
様
子
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

　

１
８
８
４
年
（
明
治
17
年
）
秋
、

こ
こ
円
實
寺
本
堂
で
自
由
党
の
集

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
２
年

ほ
ど
前
に
結
成
さ
れ
た
自
由
党
下

総
支
部
八
日
市
場
分
局
に
は
木
積

村
や
周
辺
村
の
有
力
者
20
人
ほ
ど

が
参
加
し
、
こ
の
集
会
が
当
地
域

で
の
政
治
活
動
の
幕
開
け
と
な
り

ま
し
た
。

　

箕
づ
く
り
の
里
に
は
、
こ
う
し

た
人
た
ち
の
足
跡
も
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
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八
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よ
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身
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桜
に
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水
の
響
か
な 
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け
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菅
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し

薄
氷
や
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よ
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花
だ
よ
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定
子

青
り
ん
ご
一
つ
香
り
て
仏
前
に 

栢
　

田
　
　
　

加
瀬
　

潔
子

温
室
で
育
ち
お
目
見
え
シ
ク
ラ
メ
ン 

今
　

泉
　
　
　

野
中
　

妙
子

コ
ン
ビ
ニ
の
茶
碗
用
い
ぬ
食
文
化 

長
　

谷
　
　
　

石
毛
惣
一
郎

コ
ン
ビ
ニ
の
夜
の
店
番
命
が
け 

八
日
市
場
ホ
　

大
木
波
津
恵

コ
ン
ビ
ニ
へ
共
働
き
が
今
日
も
寄
り 

八
日
市
場
ホ
　

鎌
形
ミ
ツ
エ

コ
ン
ビ
ニ
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
を
つ
く
り
上
げ 

飯
　

塚
　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

コ
ン
ビ
ニ
の
ト
イ
レ
を
借
り
る
お
茶
を
買
い 

八
日
市
場
イ
　

常
世
田
や
す
子

真
夜
中
の
コ
ン
ビ
ニ
の
灯
が
道
標 

飯
　

高
　
　
　

林
　

サ
ダ
子

コ
ン
ビ
ニ
の
隅
に
置
か
れ
た
募
金
箱 

八
日
市
場
ホ
　

菱
木
　

静
枝

便
利
さ
を
買
わ
れ
コ
ン
ビ
ニ
伸
び
盛
り 

八
日
市
場
イ
　

森
　

あ
つ
し

六
十
路
暑
さ
寒
さ
が
身
の
重
荷 
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う

は
つ

ぶ
っ
し
ゃ
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え

は
な

こ
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し

ぶ　

い

あ
つ

お

ば

ざ

く

い
た

び

に
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せ
ん

ほ
う
そ
う
し
ん に

ち

ぎ

に
っ
ち
ょ
う

え
ん
じ
つ

じ
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